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北末には、後世文人画とよばれる，画の専家でない知識人庖による絵画が

流行し，画史に名を残す幾多の名家を位出した 中でも李公麟は｀前代の諸

人一家を学んで、ひそかに彼等の長所を集合し、白描 ・鉄線などに独特の創意

をこらしてなしとげた画風は南‘米の画界に多くの追随者を出した その作

品は、 「宜和画譜」記載の御府の所蔵でも107点を打え，歴代の苫録を検す

ると，更に多くの名品があ ったことが知られ、北宋第一の文人画家と定めて

異論はなかろう

いま、この李公麟の伝は． ＇米史 jや東都F阻略 にまた噴：和磁譜 ．

退緞 ・闘柏内鑑 などにかなり詳細に亘 Jて述べられているが、その

家系 ・行跡については模糊たる部分が多い 私は公麟と同時代に生き，かな

り親密な交をも っていた蘇献 ・黄庭堅らの周辺をさぐるうちにいまだ知ら

れぬ二、三の＇忙実に気づいて小稿をものした 博雅の一粂に供したい

李公麟（字は伯時）の本貫は．元来舒城であるのを王明析の 揮應録

はこれを舒州と誤まり宋史もそれを襲って、正史なるか故にそれか正しい

とされて来た 北宋の舒州は安炭府に属し、 9位J•I、I府舒城縣と境は接するもの

の全く別地である 舒城縣には、縣南三十里の春秋山に李公麟の読B堂や，

彼が硯を濯ぎ、以後池水か黒くな ）たと，けわれる洗硯池なと多くの追跡かあ

ることを南宋王象之の 朋地紀勝 か記載している さらに、元代には．舒

城縣の東禅寺の東舒王祠の西か ）て吊有とな）ていた七地に李公麟瀧
, 9 2 

眠山荘の故基が発見されている

公麟はのちに湘眠居上と号したか，その号とした瀧眠山は、この山荘に面

し、縣の西南八ヤ里の春秋村にあ）tc^ この山名は臥池の如き形からきたの

であるか，ーに龍舒山とも称せられる 安疫府桐城縣西北二十里にある龍眠

山はこの山と同名なから異なる山てある。李公麟を舒州の人と誤フたの
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李公麟・4t宋文人田の（巨撃 ーの家系と行跡について 一93-

• Cの山名から起ったことである。さらに公麟の秘蔵の玉十六顆のうち鹿
i『3

を従非したという彼の廷が．駆南1嘩にあることによ っても、舒城を彼

の本日とすることは動かし難し

南9li先主李昇．の諸孫つまり従孫とするのは、蘇試詩の註者施元之
l 9̀ であるし施元之は乾近中秘柑省粕乍郎や国史院紺修官を歴任しているので．

前代の幣しい史料を閲しているから．この説が正しかろう 。『揮廂録』に公

らのことを述ぺて． 1 納以先tふ用相忘其後Jというのは，彼が王族の血をひ

くことをにおわせる 。 ri:継J の杓者郡椿は．彼を舒城の大族としその':.•

は代々f品を染としたと 1,？うのは． 事：Kを蔽うものであるe 郡裕は` 父虚

ーが只良方．iF．科にあげられ．大理寺丞に任ぜられたというが、南店李氏との

関係はこれ以上は詳らかになし得ない。しかし南lぷ令氏の・ー ・族なればこそ`

法f!}・名画の閉臼な儲蔵があり．公悶は少時より［］々因画に接するを1りて．

学 ・芸術にすぐれる李氏の血を引いた犬賦の才能をのばし1りたのである
"5 

父の代からの邸は．東京開封府外城，宋門外の紅沿‘fにあ ったと．思われる
"n 

彼の生年は、彼の画に；しいた米布の起記と 、1化款からは． £Wi元年と推定し

得るがこれがいささか疑わしいので．恐らくはこの前数年間のことであろ

う 公記には．公権 ・公寅（字16E)の二人の弟があって．いずれも辿＿l：に
," 

あげられ．当時に布名であ ったたというが公権については．何も知られな
"ii 

ヽ．また公巳には碩と いう名の男 ・fがあったことと娘が趙升叔に嫁していた， 
ことだけが知られる

,, 10 

郎椿は，李公麟を熙平三年の辿l：とし，柏後の郎嘩もlii)じ説をなしている

しかるに張禾の版伍史文集1こ附載される加）文引和集』の公閾らの詩題に

よって．公巳は郡忠臣と同年の友であることが知られる：陸心源は忠臣を＿
11・ I I 

年の辿上とするから． 9-年の釧齢を来たす。ただこの時期の歴史にも栢通し
it I 2 

ていた服関が．忠臣を熙寧三年の進七としているので．いまは郡裕の説に従

おう し： そして．この熙平三年の進1LI：合格者はcl:．if均 ・岱枡治 ・挽佃 ．係炉 ．

孫j,ら 289人で．考試を監した蘇試 ・ 宋敏求らが 1:T位）を一等．鋲祖治..>—

等．陸佃を五等に定めたが．呂恵 によ っ て ~ -.二の順1¥は逆
I 3 

して． iiin吃者に投合する葉祖治が状元と 1 ている

ぃう如く．文学を以って当時に；イi名であ った．I'東都[J9略

．彼を黄庭咤 ・秦観 ・脹未らに並ぺて文苑伝 ・文芸伝にいれて

いて．東都事略』は「其為文がi婉， E於諒，而一時多所称臀．1店 と述ぺて

るが．彼に文集があったか否かも知られない,:.:IB)文(li和集』は公麟の五

(93) 
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t号律詩十首，七言律詩四首，七にす絶句ー首，七言排律ー首かおさめられてい

て、公麟の世に知られる作はこの外に 『宋詩記項』採録の 「声画集」の一

首と市文類気の一首のみではないかと思われる ただこの 同文唱和集』

か宋以後の人の編輯にかかる、出処の明らかでないものだサ閉，真に公麟の

作であるか否かは更に考勅をまたねばならぬ 画と文学とを同一人で兼ね

そなえていたことは北宋文人の通例で，文学に深いものこそすぐれた画を作

し得るというのが当時の芸術観であ ったのである 公麟は博学で奇字に通

じ、古器を考定したことで知られるが， ？宋史』 芸文志 によるとその著

に紹聖の頃完成したと思われる 古器闘』一巻があった

公麟は熙寧三年に登第し、元符三年に致仕したと部椿け言い，従仕三十年

と 宜和退譜』は言 うから，登第以後官を離れたことがないわけであ

る 宋史』は，南康長垣尉 ・靱州録市参軍を経たというが，その時期は明

らかではない 宣和退譜』は，京師に居ること十年というから，恐らくは

元豊の末か元祐のはじめ、中因舎人の地位にいた年友陸佃の推腐によ って，

中占門下後省制定官とな った 御史董敦逸に辟されて御史検法官となった

のは，薫敦逸が監察御史の任にも
rl I 5 

いたのは紹聖元年9月から 4年12月までで

あるの了；6 この問のことである その後元符中， 無為州司戸参軍としヤ地

方に出たが元符3年朝奉郎を以って致仕している

公麟は中央 ・地方に在仕の間に休沐を利用しては名人勝士を訪ねて交を

なしたが元豊末年鍾山に怒棲する王安石を過って従遊し，去るに及んで四

詩をも って送られ，すこぷる称宜せられたと 『宣和斑譜』は言う。周必大

も，王安石がつねに彼を重んじ しばしば詩を贈ったと 『題李瀧眠山庄願』

に心 しかるにいまその詩を王安石の文集に検して，見出し得ないのは

如何なることであろうか それは公麟に叔字という字もあ ったことが、今は

知られていぬからである 施元之は蘇試の詩の註記にそのことを明言してい

る いま李叔時について詠んだ詩を検すると， 臨川先生文集』巻26に次の

五苫絶句が見える

題定林壁懐李叔時

雲輿淵明出 風随烈寇還 燎墟無伏火 惹帳冷空山

これは蒋山の定林庵（安石の読Jtの所）の壁に題した、公麟が去った後の

心の空虚を詠じたものである そして巻29の次の七言絶句二首は，時叔と題

(94) 
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r乍公巳•北宋文人i！しの［：I吃 の家系と行跡について 一95-

しているが［荘1録では叔時と作っていて．公麟に削られたものと考えられる

ぷ李時叔二首

知 f嗚絃意在山 一官聯復戯人間 能稔[‘rド束Ii'，9:1卜 黎杖糀IIj得

往遠

二

千山訪我幾樅令舟 清毎来．7J-ヤH留 勢利白碩何足近 古人（頃荼打

栂"’

I'i 

ー首は．白 Fの東南樹に赴任する公記が、常に山林を忘れず，中陀の境地

ィ“従仕する C とを知音として称えあとの —-1yiば遠路訪問の労をねぎら

｀忘形の友として公麟を遇することを詠むc 更に巻24の・ヒ・1.filt詩乃送年秘

佼I叫砒＇.9も、公臣を送るものであろう これで送る時に作られた詩四首が明

らかにされたことになる

公配の作で，「＇i［和掛諸Jや「屈蹟 l:1録」などに見える］：．安:.fi ~足林節散liil
は．構図は知り褐ないけれども，定林庵に於ける安、行の陸棲のマヽ2 時をえがい

たものであろう また彼の王荊公遊枷1I I堀！についてしfえば．金陵退1,,；後

の安石は，鍾山に遊ぶのに，つねに一人の者に経を抱かしめ。 -人の1災に1i

時編紅中の ー？字説』 を抱かせ．前屯の一人には虎 f•を負わして．従はしめた

ことを需いたものであるが公記はl~i)年の陸{Ill を訪れた時に、典にかられて
1j,2 ¥J 

その図を作り．松下に立つ進 l：紺貌 ・(¥'fl法秀をも画いたものであるまた彼
112 I 

の ‘荊公騎聰凹 、は．登楊人物を展にするが．その・モチーフは全く同じであ

る 公騎と安石の交友ばある短かい期間であったが、 ：E安．liの肖像を昭文
,1.2 2 

斎の準にえがくなど．かなり密なものがあったから行の二図も．安石の応棲

地での勝事に深く共明し傾倒する所があって画かれたものである

辺公麟は浜庭堅とは早くから相知の間柄にあった訂tt9.3年，舒州三祖山山

谷寺を訪ねた凶庭堅は、その；＇i：の西北にあたる石牛汎に遊び l廷咆が石牛上

に坐したのを公閑がi面さ．これによって庭堅は以後山谷迅人とりすることに
,t2 3 

なヽltc

公麟と庭竪との交の早かったことを明らかにする為李ぶて (r.t視渫）のこ

とを述ぺねばならない李菜は舒城の）ヽ俗世に浮沈しながらも、古人のこ・
,1 2 4 

とくその挽行は庇潔であったが，元祐 2年にはri・u眠山に陀棲している,._庭堅

(95) 



- 96 -

との交ははやくからあ ったよ

伯）に嫁してa:る潔．

うで，のち庭堅の娘の睦は菓のチ去華（字文

もともと黄 ・李両氏は我が国で言 う所の回縁の関係に

あったと考える 周必大は．李策を公麟の弟とし，先主李外の四世の孫で．

並に科第に登り，舒城の瀧眠山に隠棲したとはり これによれば，公麟は李

印四世の孫になるわけである ただ李簗を公麟の弟とするのは正しくない

近い親族であ汝から，黄庭堅は元豊より以前に李奨を介して公麟 と相知の

関係になり得たわけである

この外に公麟と親族ではないが，公麟と親しい人物に李沖元（字元中）が

いて、志行人物と，ぷにすぐれ．山沢の遊をなしたので，公麟 ・策と並んで龍

眠三友と号ばれたが，この沖元も庭堅と早くより交があり，庭堅の集中に

招屈寄李元中 龍眠操三首寄元中 など沖元の山林の生活を賛して，追

従して屈棲したい旨を詠んだ詩歌がある この二篇は庭堅か吉州大和縣在任

の元盟4年の作で， 沖元はその後元祐 3年登第して，宜春決曹橡となる い

ま公麟との間柄を示す陸佃の詩王祉を示そう

依韻和李元中北寄李伯時二首

龍眠三李晦幣隧 長望淮攻輿海濱

自古市朝成底巾 即今猿餡伴他人

細思南阻東肝月 大勝千門紙戸春

可惜欲鉗蹄未得 不知家醸為誰醇

五丈河邊避俗塵

槌離鵠渚今三栽

筏裏有時求得王

平生共卑王丞相

閉門情味似郎濱

成就華厳机雨人

老来無nI奈何春

更伐荀楊未曲醇

ー首は瀧眠の三李は声名を閉して，都にあ って望郷の念のさりがたく、市

朝の栄華を無用のものと観て、故郷の山野の生活を志向しながら、直ちに帰

休にふみきれぬことを歎＜

二首目は，東京城東五丈河のあたり俗塵をさけ門を閉した渚潔な生活に

舒城を離れて 3年， 二人は 華厳経相 の完成にうちこみ，春を忘れて華厳

王を求めるが，王荘の称したどとく孟子の仁義を醇なるものとして，定省に

欠けざることをすすめたものである

(96) 
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辺公巳北宋文人棗の巨撃 の家系と行跡について 一97-

'•:a o 
公麟は1,［書を善くしたことを以て知られ．後に多く見られる閲作はその

ii J l 

落款を見れば判別できるといわれたが． i中元も小楷を以て当時：1i名であり、

公記の作にしばしば沖元が隕を附することがあったr;., この陸佃の詩には、彼

の原註 し伯時困華骰元中窮」とあって．公麟の画に．沖元が小楷で ＇J・華巌

の経文を窮したことがわかる。いま新訳の ln八十華厳経』についてみる

と．それは39品で．七処七会を説く 。それを溝図した 「華厳経相＿の画巻は

り--:... ¥この完成にかなりの期間を要したと思われ，これを合作した沖元と

公配の契合のほどが察せられるし公麟が1Yi都に上ったのを元祐元年とすれ

ば．この華厳相にとりくんだのは元祐 3年であろう(.,.K京のは じめは、公

は馬を画．くことに心血をそそぎ．）＜僕少卿であ った曹蛹を訪れては国馬を縦
,, 3 :! 

して，その姿態を印象に収めて．数々の名作を出したが． 一且法柔秀・どの
, t 3 3 

めで仏画に転向したのは元祐 3年ごろと思う し秀・老は元祐 5年8月示寂し

ているからである 元祐 4年のころ，公麟はかねてから帰休の計をなして紅
r1 3 I 

営していた王維の憫川山荘にも比する舒城の山荘を自ら画いて、数年前から

しくしていた蘇試に詩を乞うたところ．試は自らは記を書き．弟轍に詩ニ
1「35 

十首を作らせているがその記の中で芹て公記の華厳柑を画くのを見たと述

ペているのは．まさに右の推定をうらづけ得よう

陸佃の詩にも見える龍眠三年は． ：E0月ftによると公記 ・公灰 ・沖元である
,,,., 6 

として｀周氏のあげたデ．友のうち．坑を除いている I, 公食は兄と同様早くよ

り帰休の計があり．閑居所飛硲卒をしつらえていて．か って一度そこに引退

したようで．かねてより公麟にその図を依頼していたがそれが朱されたの

は公巳が元符3年致仕した後である。公寅は詩文を以て刑紳の間に咀り．蘇

・黄庭堅とも交友があ ったので． 1杓州から北帰の途中の蘇試は :年1日時1曼

其弟亮功糾尼宅闘と題する詩を作ったJ 黄庭堅は蘇紙の歿後．崇疱二年こ
" 3 7 

の詩に和して r題ヽ和束披題李亮功帥来岡 ，を詠んだが． ＇題李亮功家J1,d睛・ill
il.3 8 

人［岡 題李亮功政薪牛［甜の詩も佑1時の作である 1 •E蛭IC よれば、長沙

の官に在任中の李亥を宜州の貶所に赴く庭堅が過ぎり． 1、閥1防の画を見て咋ぶ・
,13 9 

して詠んだのが右の詩で．周防 ・政揉など儲蔵中の名品をIii]時に披紺された

のである

公巳と蘇試の交は、元祐元年正月，上京して料］もない公臣は｀宜徳郎．っ

り宋代の文官のIl:．七品下の地位にいた時．礼部郎中の蘇転と蘇献の姻笥に

あたる柳仲遠の請で t只石古木闘」を描いたのがはじめであるc この時｀蘇

試は行々たる石を．公麟は長松をうけもち．杜甫の＇戯偽．． ，；雌酎雙松1屈閲歌 の一

(97) 
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句 「松根胡僧憩寂霙 Jの意を贅いて， r憩寂闘 を作り，蘇試の弟の轍がこ

れを詩に詠み、 試が次韻している。公麟と蘇試の間が最も密になるのは，元

祐三年二月蘇試は貢挙の事を領し，公麟は辟されて考校官となった時で，詩

院中で他の考校官と唱和 し，或は公麟の斎舎で鬼仙の詩を作るなどして以

降 蘇試や蘇轍はしきりに公麟の画図を詩に詠んでいる

このことは周知の事実でこれに止めるが，蘇試 との関係で数百年来諸家の
’’ 4 0 

話題とな った、公麟の 「西園雅集圏 について，いささか述べよう ＾これは

駒馬都尉王読が，蘇試 ら15人の名士を己が庭園に招いて燕遊したものを公麟

が図に描き，米帝がその跛を害いたもので，米帝の祓文は，いま彼の文集

『賓晉英光集』の補遺に収められている その来客は，蘇献兄弟と、蘇門四

学士といわれた黄庭堅 ・秦観 ・張来 ・晃補之，それに李之儀 ・察肇 ・鄭嘉会

・米帝 ・劉淫 ・王欽臣 ・｛曽法秀 ・道上陳景元と公戟で，陳景元を除けばみな

蘇試 と親しい人である（公麟の真蹟はすでになく，模写か，更にその模写が
’’4 1 

幾本か残っているが蘇詩の註家王文詰は、 この雅集を元祐 2, 3両年の間

にあると見て，劉怪は莫州の倅に赴かんとするのでこれを二年の問に骰くペ

きであると簡単に定めている 私は画題とな った西園の雅集か，果して実際

に行われたか考えたい まず先人の，この雅渠について述べるものに棲錢が

ある 彼は王読の風流を勝れたもの とし、その図を秦観の詞 r千秋蔵

ゃ」 ・「題務中壁 j 詩の一句をとり出して，雅集のあ ったことの証拠 としよう

とナ4る2 劉克荘は宋朝外戚の李端恩王読が，文を好み上を喜んだことを称

し，彼の見た図は彩色で、人物の小さいものは微少であるが，えがかれた人
’’4 3 

物は天下の上であること雅集を烏台詩案以前にありとする如き旨を再う

楼氏は，固の内容に触れず、彼の引いた二句をも って燕集の事実は証し得る

ものではない 劉氏は李端恩をも称するか、或はこの人達を描いた 雅州

図 l が別に存したのやも知れないか，雅集の時期を元祐より前には見るを得

ない しかるに明の窟泉鳳の見た図は［甜扇の一面には第園人物を， 一面には
’'4 4 

米帝の 1雅集序 J を占いているもので犬下無雙のものと含うがこれを公

麟と米帝の点穎であるとは占1:lJ]していない（そして明木の陳継濡はこの図

に二種あ って、ーは元豊の問E読の第で． ーは元祐の初趙令時の邸で行われ
’’ 4 5 

たもので，彼が見た所には明人仇英の模写もあると r言う 雅集岡 の伝来

は以上の如く｀甚だ複雑な問題を含んでいるが、この登場人物の詩文集を検

して．この雅集の存在を裏付け得る一句をも検出し得ない 麻献は l六客

詞 I• r後六客詞」にも見られるようにこういう雅集は、その時か、後に必

(98) 
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公麟 北宋文人也の［・引ローーの家系と行跡について 一99-

ずふれているのにこのことは尤も不．思議である。この雅史を催したと伝え

られ令近読は、円画の収蔵について品格を欠くことを蘇試から痛烈な評をさ

れておりその践を1りいた米市は狡附を以て知られる人であるe ただ更に検

a1を要する。もし作為によるものなら．かかる伝説を生んだのは｀蘇転ら元

祐文人の風流と公麟の名mのなせる所である

た蘇試ら元祐の文人が南）jに力遷されて以後公麟は点師で‘fiにあり．

氏の両院の和わに途で遇えば、扇を以て面を防い、
iH7 

寸釦とにしなかった、

t,~の C とを兄説之は述べたというが．元祐末蘇献の弾劾につとめた訊敦逸
の推虹をうけた公区に．蘇献門下の品説之が不沿の気持を抱いていたことか

ら出た話であなかっての交友を裏切って．その反対派の主打する紹咽 ・元

符の宜界に留まったことは公麟の晩節を汚したかに見える e 既に元~i末に
は公麟の家朴は、かつての如く翌かではなく．父f位一・の収蔵した画が．：1：：；先の

手にあるのを知りながら．莉価のため買戻しiりぬイ＜如意な状態から四 i:イ•- l-
It 4 9 

‘“‘な従仕であったこれは蘇猷も，ifう如く` i1i:tt器に特別の執灼をもち、そ

れを得る為には全財産を注ぎこんで侮いない、芸術家らしい放没な生活の為

であった。元符 3年50(＂I栽かで故郷の削眠山荘に帰休したのはそのよ誌を

n ＜ためとは日ぇ，一部の人KのI‘IIlliにたえiりなか ったからでないかと息

ぅ

注 l 加公Uをふくむ北宋画界の）＄努は．中村茂犬 ［中Imill論の賊I#1;l •A勺CEl l 1こ

羊説がある

注 2 掲f笑斯． ー＇掲文安公全出』10.r ~f城間眠内院記 l

の手伯時山荘記の碑があったことを載せている

注3 L復窃没鉗

注 伯時所蔵韓幹J.！,J

なお

・5 これを虹店とするか．

澤 5． 敗灯都人出城探び・ 』条に見える

1地紀勝；には．位

注 b

り．

む36に記載される公記の）L歌図巻A~K. 熙平 rビの米笛題記があ
時年．．．十七位．公巳時年—こ •f·Jし』の冴款がある

注 7

注

14 

注9 i山谷細虚Ilu遷 8.「1}伯時陽関図！＇t後」。貨怜も．年謂栄衷Jt年 5JI条にこの

l < 
注，10 巷59, $端叔真行注

(99) 
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:1;11 ，一宋史洲I,」を2f;

l:l2 1濁紀叩巻25. f属切はCのiりに『1[l)文引和集』の詩を全面的に採鉗Lて

ヽるが．公出の小伝では登第の年を記さぬ これは地志の類に．その年を元祐

とか元符とかするものがあるのでh'fi「iを期したのであろう

注13 ]t・tfi治通鑑且篇』 拾 補巻7

注1・1 この叩，t宋代以間のiり1JIC若鉗されず． I6)文餡の名試は注から元祐2年以降と

＇朽えられる このころの辿 l：の考試に秋試はない これは後人が「張打史文来J

によってtuんだものであろうカ・

注15 紐 '<Ii.治通鑑』巻8-1.8S 

注16 場紺渾ぽ統 四 巻1公う

;I: 17 i.l:,t IC Ii;）じ

恥 即地紀粉』はこの詩をギ時収が」・・元尉とな った時のものとする 輿地紀勝の

名行．モ象之は．厖9t之より数·t•年も後の人で，叔時と公悶が同一人物であること

ん知らなかったようである

:19 中川忠順 曲眠と1‘1描体 では．元翌8年秘くり省校内郎に｛れされ．元祐元年[I

都 に1：るとするが． 111)文日和！船の詩題から．公配は元股 2年考試官になって

いて．その後地）jの瓜 I・にして赴任するに当って王安f5を訪ねた時の詩がこれ

で．元戦の後半のことであろう

如 0 し＇陶UJリリ 巻ll, i！罪荊公遊鍾山1鉗後

•21 橡液貨知l:文叫巻27. i！虚荊公騎塩l湖

む；22 '輿地 紀勝 巻li. 建庫l(•f古迩条

tl:23 殺山谷訪．山』外虫巻8. ;!f.fi!I：淫労大．． fiJ: i:t:引阿安志

1:I:24 黄 庭 竪 渭 卵 醇、も家和庄1紐

tl:25 e'像釈醗1文叩 巻'21. 祭ギ徳索縣（文 に人皆願然 ：fil'如此．惟我

息女、獲如如、｀大人慈哀．教，りIll瞑・,:_（J：船．我双恨雙．令我イ壕 とあ

り ま た 勺IJ谷全？t』 外 災巻1:31こ 和年文伯村時．Ji.肖」がある

t1;26 ,Jlll谷全叩月ll!！！巻li. ltl李氏親簡

如 7 貧公辿践』巻 1亀 r題鞠城銘

tl:28 t1:27ICI19]じ

tlロ9
t1:30 '！WAi!!rgu, 1 1 

如 l 後村先'K人・全火』む10'人 (「1時臨韓幹馬

rl:32 :j恥伐録屈印巻ド

n:1:i ·;』 •li灼1'1 几， 巻17

tl:34 rt鵬 ll朴；悶 は「 祖11¥nmlCのせられたが、のち明の叩頭の践のあるもの
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